












Ⅰ.視標の検討 

三歳児健診の視覚検査の内,一次検診の視力検査に用いる視標は,ラソドルト環を原則とし,

地域により絵視標を使用することになっている。しかし,ランドルト環は視力の定義に則し

た視標であるが,検査可能率が低く,一方絵視標は検査可能率は高いが,視経験により視標

の種類によって差が出ることと,視力の定義に則さないため精度に問題があることが指摘

されている 1)。そこで,(1)ランドルト環と絵視標の差,すなわちランドルト環と絵視標の

応答に差が出る場合について,差のでる頻度,真の視力,及び屈折度の検討,(2)絵視標で視

力検査に pass した場合の異常の検討を,本年度の研究課題の一つに取り上げた。 


